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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,323 25.3 326 ― 343 ― 333 ―
22年3月期第3四半期 2,652 △70.1 △348 ― △317 ― △393 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 6,444.58 ―
22年3月期第3四半期 △7,609.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 8,456 7,613 90.0 147,345.72
22年3月期 8,116 7,385 91.0 142,925.58

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  7,613百万円 22年3月期  7,385百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
2,000.00 2,000.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 53.1 40 ― 40 ― 23 ― 445.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外ではありますが、この四半期決算短信の開示時点において、
金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、リスクや不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後の
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があることをご承知おきください。なお、上記予想に関する事項は、【添付資料】P.2「１．当四半期の連結業績
等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 51,673株 22年3月期  51,673株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 51,673株 22年3月期3Q 51,673株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

    当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気刺激策の効果もあり、緩やかな回復傾向にありました 

   が、急激な円高の進行やデフレ状態が継続する中で景気の先行きは、不透明な状況が続いております。 

    一方、当社グループの主要顧客が属するデジタル家電業界においても、業績の回復が一部に見られるものの、 

   設備投資については全体として低迷した状況が続いてまいりました。 

    このような状況の下、当社グループはフラットパネルテレビのローコスト化や高画質・高付加価値化に注力し、

   また、カメラ用撮像素子モジュールなどのカスタム化生産システムへの注力とともに、今後の成長が予想される 

   ＬＥＤ照明等の製品に対応した新技術・差別化技術の開発に積極的に取り組んでまいりました。   

     その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、33億２千３百万円(前年同期比６億７千万円 

   増加)となりました。 

    これを製品別にみますとＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）関連装置では27億６千２百万円（前年同期比 

   ６億６千３百万円増加）、半導体関連装置他では５億６千万円（前年同期比７百万円増加）となりました。  

    利益面におきましては、製品全般の原価低減並びに経費削減を図り、営業利益は３億２千６百万円（前年同期 

   は営業損失３億４千８百万円）、経常利益は３億４千３百万円（前年同期は経常損失３億１千７百万円）、四半 

   期純利益は３億３千３百万円（前年同期は四半期純損失３億９千３百万円）となりました。 

   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

   当社グループの当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３億４千万円増加し、84億５千 

 ６百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金の減少15億７千４百万円、棚卸資産の減少７千万円、受 

 取手形及び売掛金の増加21億９千９百万円であります。 

  負債につきましては、前連結会計年度末に比べて１億１千１百万円増加し、８億４千３百万円となりました。 

 その主な内訳は、支払手形及び買掛金の増加３千８百万円、未払法人税等の増加３百万円、未払消費税等の増加 

 ２千３百万円であります。 

  純資産は前連結会計年度末に比べて２億２千８百万円増加の76億１千３百万円となりました。その結果、自己 

 資本比率は前年度末の91.0％から90.0％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

  当第３四半期末における現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比べて４億２千５百万円増加し、30 

 億５千３百万円となりました。  

（ア）営業活動によるキャッシュ・フロー 

    営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益３億３千９百万円に対し、売上債権の増 

  加21億９千９百万円、たな卸資産の減少７千万円、仕入債務の増加３千８百万円等により、14億４千４百万円 

  の支出（前年同期は８千８百万円の支出）となりました。  

（イ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

   投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の純減少額20億円、有形固定資産の取得による支出２千５ 

  百万円等により19億７千５百万円の獲得（前年同期は20億円の支出）となりました。 

（ウ）財務活動によるキャッシュ・フロー  

   財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払による支出１億３百万円等により、１億６百万円の支 

  出（前年同期は１億８千３百万円の支出）となりました。   

   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期通期の業績予想については、現時点では平成22年５月11日の決算短信で公表いたしました業績 

予想と変更ありません。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 １.一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

  られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ２.棚卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第２四半期連結会計期間末

 に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り簿価

 切下げを行う方法によっております。    

 ３.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

  よっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

 生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

 プランニングを利用する方法によっております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあり

ません。  

   

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、 

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に 

より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,053,654 4,628,313

受取手形及び売掛金 2,755,782 555,791

仕掛品 481,917 545,112

原材料 6,646 14,148

繰延税金資産 46,473 49,503

その他 21,660 171,619

貸倒引当金 △21,697 △3,632

流動資産合計 6,344,437 5,960,855

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 991,509 1,032,512

土地 1,013,925 1,013,925

建設仮勘定 20,135 1,135

その他（純額） 42,092 54,282

有形固定資産合計 2,067,662 2,101,854

無形固定資産 7,323 9,968

投資その他の資産 37,435 43,899

固定資産合計 2,112,421 2,155,722

資産合計 8,456,858 8,116,577
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 556,564 517,982

未払法人税等 8,598 5,176

未払消費税等 23,260 189

賞与引当金 40,444 34,370

製品保証引当金 31,486 26,118

その他 71,037 44,065

流動負債合計 731,391 627,903

固定負債   

役員退職慰労引当金 107,920 97,480

その他 3,751 5,800

固定負債合計 111,671 103,281

負債合計 843,063 731,184

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,684,420 1,684,420

資本剰余金 1,597,920 1,597,920

利益剰余金 4,335,121 4,105,456

株主資本合計 7,617,461 7,387,797

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,666 △2,404

評価・換算差額等合計 △3,666 △2,404

純資産合計 7,613,795 7,385,393

負債純資産合計 8,456,858 8,116,577
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,652,503 3,323,401

売上原価 2,567,743 2,573,976

売上総利益 84,759 749,425

販売費及び一般管理費 433,066 423,018

営業利益又は営業損失（△） △348,307 326,407

営業外収益   

受取利息 1,892 2,179

助成金収入 29,960 7,384

還付加算金 － 3,210

その他 3,953 6,461

営業外収益合計 35,806 19,236

営業外費用   

コミットメントフィー 4,520 2,260

その他 133 －

営業外費用合計 4,653 2,260

経常利益又は経常損失（△） △317,154 343,382

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4,710 －

特別利益合計 4,710 －

特別損失   

ゴルフ会員権評価損 － 3,200

ゴルフ会員権売却損 － 814

特別損失合計 － 4,014

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△312,444 339,368

法人税、住民税及び事業税 3,396 3,396

過年度法人税等 9,006 －

法人税等調整額 68,337 2,961

法人税等合計 80,739 6,358

少数株主損益調整前四半期純利益 － 333,010

四半期純利益又は四半期純損失（△） △393,184 333,010
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△312,444 339,368

減価償却費 83,970 62,693

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,710 18,064

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,645 6,074

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,000 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △74,722 5,367

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14,295 10,440

受取利息及び受取配当金 △2,136 △2,463

売上債権の増減額（△は増加） 575,345 △2,199,991

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,173,252 70,696

仕入債務の増減額（△は減少） △948,042 38,581

前受金の増減額（△は減少） △3,465 2,682

その他 △273,039 203,505

小計 162,067 △1,444,979

利息及び配当金の受取額 2,136 3,101

法人税等の支払額 △253,056 △2,157

営業活動によるキャッシュ・フロー △88,852 △1,444,036

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,000,000 －

定期預金の純増減額（△は増加） － 2,000,000

有形固定資産の取得による支出 △5,857 △25,856

投資有価証券の取得による支出 △1,124 △1,162

貸付けによる支出 － △1,000

貸付金の回収による収入 － 95

その他 6,081 3,322

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,000,901 1,975,399

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △180,855 △103,346

その他 △2,676 △2,676

財務活動によるキャッシュ・フロー △183,531 △106,022

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,273,285 425,341

現金及び現金同等物の期首残高 5,225,178 2,628,313

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,951,892 3,053,654
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 該当事項はありません。  

  

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕  

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   当社グループは単一事業形態であるため、該当事項はありません。 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

 〔海外売上高〕  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）     

      (注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

         ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

           アジア・・・中国、シンガポール  その他・・・欧州 

                 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

 〔セグメント情報〕  

  当社グループは、ファインピッチ実装技術を核とした製造装置等を開発・製造・販売する事業のみの単一セ

 グメントとなりますため、記載を省略しております。 

  

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間から、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 

 針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。     

      

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

以 上

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  アジア その他 計 

 Ⅰ 海外売上高(千円) 140,834  156,421  297,255  

 Ⅱ 連結売上高(千円) ─  ─  2,652,503  

 Ⅲ 連結売上高に占める 

   海外売上高の割合(％) 
5.3  5.9  11.2  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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